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地域貢献事業に感謝いたします

学校グラウンドを整備

８
月

日
、
占
冠
神
社
境
内

１３

で
、
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
追
悼
式
で
は
、
中
村

村
長
を
は
じ
め
相
川
村
議
会

議
長
な
ど
か
ら
追
悼
の
言
葉

が
捧
げ
ら
れ
た
後
に
、
遺
族
や

来
賓
の
参
列
者
に
よ
る
献
花

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
境
内
で
は
占
冠
村

の
自
治
振
興
に
尽
力
さ
れ
た

歴
代
村
長
や
議
会
議
員
を
偲

ぶ
自
治
功
労
物
故
者
追
悼
式

も
行
わ
れ
、
遺
族
や
関
係
者
が

哀
悼
の
意
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

８
月
６
日
、
知
事
の
学
校
訪
問
「
地
域
教

育
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
高
橋
は
る
み
知
事
が

占
冠
中
央
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

同
小
学
校
は
、
２
０
１
４
年
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」（
地
域
運
営
学
校
）
制
度

を
導
入
し
て
お
り
、
森
野
校
長
か
ら
北
海
道

大
学
・
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
・
村
と
の
三

者
連
携
協
定
に
よ
る
「
川
の
学
校
」
等
の
実

施
な
ど
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
知
事
へ
報
告

し
、
関
係
者
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
「
三
者
連
携
な
ど
で
学
習
の

幅
を
広
げ
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
学
習
意
欲
を

高
め
、
地
域
や
郷
土
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
ま
さ
に
地
域
創
生
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。」
と
取
り
組
み
を
評
価
す
る
話
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
川
端
組
（
蠣
崎
武
社
長
）

が
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、
ト
マ
ム
小

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雑
草
除
去
及
び

整
地
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
雨
が
降
り
続
く
日
が

多
く
、
草
が
伸
び
放
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
整
地
後
は
子
ど
も
た
ち
が
快
適

に
運
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～小規模校の特色ある取り組みを報告～

村内の出来事、話題
をお届けします

のマークがついている記事
は、占冠村ＨＰの「動くしむかっぷ」で
見ることができます。

戦後７０年の節目に 平和の尊さを

かみしめ 戦没者追悼式

５月・６月

Ｔｏｐｉｃｓ

７月・８月

村の
出来事

高橋知事が学校を訪問

８
月

日
、
占
冠
パ
ー
キ
ン

１２

グ
エ
リ
ア
（
上
り
線
）
で
、
ネ

ク
ス
コ
東
日
本
と
樹
海
ロ
ー

ド
広
域
連
携
協
議
会
の
共
同

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
盆
時
期
に
向
け
た
交
通

安
全
啓
発
と
し
て
の
ス
マ
イ

ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
宣
言
と
樹
海

ロ
ー
ド
市
町
村
の
特
産
品
及

び
ロ
ッ
ク
ん
ロ
ー
ド
２
７
４

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
た
抽
選

会
を
実
施
し
、
行
き
交
う
多
く

の
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ネクスコ東日本×樹海ロード
広域連携協議会 共同でＰＲ
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８月１日・２日、盛大に開催されたふるさと祭り。
昨年に引き続き多くのゆるキャラも登場。花火に、
抽選会、ゲームやステージショー、ご当地グルメな
ど来場者は存分にお祭りを楽しみました。

第４１回ふるさと祭り

７
月

日
～

日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ

２６

３０

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
）
に
て
第
５
回

国
際
野
生
動
物
管
理
学
術
会
議
（
Ｉ
Ｗ
Ｍ

Ｃ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
占
冠
村
か
ら

は
野
生
動
物
対
策
の
取
り
組
み
や
、
森
林

資
源
を
生
か
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
、

発
表
や
出
展
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
に
は

約

カ
国
か
ら
約
１
２
０
０
人
の
専
門
家

５０
が
集
い
、
多
様
な
文
化
と
社
会
に
応
じ
た

野
生
動
物
管
理
の
モ
デ
ル
構
築
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

続
く
７
月

日
、
８
月
１
日
に
は
、

３１

１９

名
の
Ｉ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
参
加
者
（
う
ち

名
は
外

１５

国
人
）
が
占
冠
村
を
訪
れ
、
双
民
館
を
拠

点
に
視
察
や
体
験
学
習
、
議
論
等
の
研
修

（
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。村

の
シ
カ
対
策
は
、
小
規
模
な
が
ら
も

捕
獲
と
有
効
活
用
の
流
れ
を
構
築
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
、
Ｉ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
テ
ー
マ

で
あ
る
、
地
域
社
会
と
野
生
動
物
管
理
の

関
係
構
築
に
つ
い
て
、
議
論
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。

ＩＷＭＣ出展／村で視察研修
～占冠村の野生動物対策の取り組みを発信～


